
Tokai City
Green  History

緑
の
あ
ゆ
み　

本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
太
田
川
駅
は

2
0
1
1
年
に
３
層
構
造
の
高
架
駅
と
な

り
、広
場
、歩
道
、公
園
、公
共
駐
輪
場
が
整

備
さ
れ
、四
季
折
々
に
緑
や
花
が
周
辺
を
彩

り
ま
す
。「
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
」で
は
、市
の

木
く
す
の
き
と
市
の
花
さ
つ
き
が
訪
れ
る

人
を
歓
迎
し
、「
ニ
ル
フ
ェ
ル
の
泉
」に
は
、

姉
妹
都
市
で
あ
る
ト
ル
コ
共
和
国
ブ
ル
サ

市
ニ
ル
フ
ェ
ル
区
に
ち
な
ん
で
睡
蓮（
ト
ル

コ
語
で
ニ
ル
フ
ェ
ル
）の
図
柄
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
大
理
石
の
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
、ひ

と
と
き
の
く
つ
ろ
ぎ
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
が
連
な
る「
ナ
ン

キ
ン
ハ
ゼ
の
森
」、６
月
に
は
満
開
の
ア
ジ

サ
イ
が
楽
し
め
る「
森
の
小
径
」、樹
齢

1
5
0
0
年
以
上
の
淡
墨
桜
の
子
孫
を
植

樹
し
た「
み
ま
も
り
桜（
淡
墨
桜
）」、市
の
花

で
あ
る
洋
ラ
ン
を
描
き
、壁
面
緑
化
を
行
う

「
太
田
川
駅
東
公
共
駐
車
場
」、日
米
友
好
の

証
と
し
て
植
樹
さ
れ
た
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
と
、淡

墨
桜
や
バ
ラ
な
ど
が
楽
し
め
る「
大
田
公

園
」な
ど
、緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
な
み

が
実
現
し
ま
し
た
。幅
員
50
ｍ
の
歩
道
の
中

に
あ
る「
ど
ん
で
ん
広
場
」で
は
、さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
年
間
を
と
お
し
て
開
催
さ

れ
、に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
市
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

緑
あ
ふ
れ
る

太
田
川
駅

Greenery is a vital part of the cityscape, giving it color and imparting a 
sense of relaxation and ease.
In Tokai City, we are working to make the cityscape green and to 
provide a pleasant and positive lifestyle. Otagawa Station is the starting 
point, where we are building green-focused spaces in front of the 
station. As well, we create unique and distinct parks with flowers that 
can be enjoyed all four seasons, run initiatives in which the city and 
citizens combine forces to plant flowers throughout the city, build 
walking courses that enable people to enjoy exercise while experienc-
ing nature, and more.

The Story of Greenery

緑の拠点創出
～緑に彩られた、まちの顔～

公園整備
～個性豊かな、憩いの公園～

緑の保全と創出
～緑をまもり、緑をつくる～

花と緑いっぱいのまち
～美しく潤いのある生活～

健康づくり
～緑あふれる空間で、健康に～

　
緑
は
ま
ち
の
景
観
に
彩
を
与
え
、生
活
に
憩
い

と
や
す
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
大
切
な
存

在
で
す
。東
海
市
で
は
太
田
川
駅
を
拠
点
に
据

え
、緑
を
主
体
と
し
た
駅
前
空
間
づ
く
り
を
行
う

ほ
か
、四
季
折
々
の
花
を
楽
し
め
る
個
性
豊
か
な

公
園
づ
く
り
、市
と
市
民
と
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
ま
ち
全
体
に
花
を
ひ
ろ
げ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
、自
然
を
感
じ
な
が
ら
運
動
を
楽
し
め
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
す
る
な
ど
、緑
ゆ

た
か
な
ま
ち
づ
く
り
と
潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

緑
拠点創出
の

第29回 都市公園コンクール設計部門（小規模）「国土交通大臣賞」受賞

第36回 緑の都市賞（緑のまちづくり部門）「国土交通大臣賞」受賞
太田川駅周辺の緑を主体とした美しい空間の創出、季節の花が咲き誇る特色ある公園づくり、未来へとつなぐ
緑の保全・創出、花いっぱいのまちづくり、緑を活用した健康づくりといった、本市のこれまでの「緑ゆたかなま
ちづくり」の実績と成果が高く評価され、部門の最上位である「国土交通大臣賞」を受賞しました。

ー緑のあゆみ ー
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太
田
川

聚
楽
園

新
日
鉄
前

247

東海市役所東海市役所
温水プール温水プール

●

池下公園池下公園

商業施設商業施設

連絡橋連絡橋

しあわせ村南

大脇

上畑

大池公園西

消防署
北出張所
消防署
北出張所

●

テニスコートテニスコート●

大池公園管理事務所大池公園管理事務所

●

●

星城大学星城大学

若き日の平洲像若き日の平洲像

●

観音寺観音寺
●

慈眼寺慈眼寺●

昇緑公園昇緑公園

南新田公園南新田公園

東海公園東海公園

中新田公園中新田公園

加家緑道加家緑道

一ツ根公園一ツ根公園

メルヘン
ブリッジ
メルヘン
ブリッジ

ウェーブ
ブリッジ
ウェーブ
ブリッジ

●

● 平山公園平山公園

如来山公園如来山公園

●

聚楽園大仏聚楽園大仏

大池公園

八柱神社八柱神社
●

●

弥勒寺弥勒寺

大宮神社大宮神社
●

●青少年センター青少年センター
大田小大田小文

常蓮寺常蓮寺

●

● ●

龍雲院龍雲院

●

健康ふれあい交流館健康ふれあい交流館
保健福祉センター保健福祉センター

● ●

太田川駅東公共駐車場太田川駅東公共駐車場

大窪公園

加家公園（メルヘンの森）

加家公園（学の広場）

加家公園（行の広場）

聚楽園公園

●

●

平洲と大仏を
訪ねる花の道
平洲と大仏を
訪ねる花の道
散策ルート散策ルート

……

……

大田小学校入口

寺下

市役所西

どんでん広場

松崎史跡公園松崎史跡公園

星城大学南側の万葉の広場に立つ
若き日の平洲像

桜まつりには多くの花見客が訪れます。 秋にはイロハモミジやヤマモミジ
などの紅葉が楽しめます。

公
整備
園

ー緑のあゆみ ー

平 洲 と  大 仏 を
訪 ね る  花 の 道

　ヤカン池を中心に保健福祉センターと共に「し
あわせ村」として、すべての世代の方に楽しんでい
ただける公園です。温浴施設やプールがある健康
ふれあい交流館、茶室「嚶鳴庵」、バーベキューが
できるキャンプ場、遊具のあるトリム広場などが
配置され、四季をとおして美しい植物が観察でき
ます。公園に隣接する高さ18.79ｍの聚楽園大仏
は、東海市有数の観光スポットです。

　東海市のほぼ中央、市役所の北側に位置する
公園で、桜まつりや花しょうぶまつり、花火大会
には多くの市民が訪れます。野鳥や草花の観察
などの自然とのふれあい、散策路でのウォーキ
ングや温水プール、多目的広場での健康づく
り、遊戯広場や動物舎、芝生広場といった子ど
もの遊び場など、それぞれのニーズに合わせた
楽しみ方ができます。屋内の休憩施設もあり、
1日ゆったりと過ごせます。

大窪公園

大池公園

加家公園
　大池公園と聚楽園公園を結ぶ「平洲と大仏を訪ねる花の道」として再整備さ
れ、「メルヘンの森」「学の広場」「行の広場」の3つのエリアに分かれた緑豊かな
公園。展望台からは聚楽園大仏や名古屋港が一望でき、細井平洲が見た眺め
を体験することができます。夜には名古屋港や工場群に明かりが灯り、絶好の
夜景スポットとなっています。

　屋根つきの共同かまどを備えたキャンプ場があり、キャンプファイヤーもで
きる公園。春には桜の中でバーベキューを楽しむことができます。加家公園と
「メルヘンブリッジ」でつながり、また、加家公園にまたがって整備された「ツバ
キの小径」には約200品種・690本の大小のさまざまなツバキが並び、3月頃に
見頃をむかえます。

聚楽園公園
おうめい

52｜ 緑のあゆみ 緑のあゆみ ｜51



2.5㎞コース
START・GOAL

0 50 100 200m

利用者インタビュー

　
東
海
市
加
木
屋
町
に
あ
る
御
雉
子
山
は
、海
抜
59
・
２
ｍ

と
市
内
で
最
も
標
高
が
高
く
、眺
望
に
優
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、そ
の
周
辺
に
は
、ま
と
ま
り
の
あ
る
自
然
林
が
残
っ
て

お
り
、昔
な
が
ら
の
里
山
的
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
場
所
を
将
来
ま
で
残
し
て
い
く
た
め
、

「
自
然
環
境
再
生
拠
点
」と
し
て
、貴
重
な
緑
を
保
全
し
、新

た
な
緑
を
創
出
す
る
こ
と
で
市
民
が
身
近
に
自
然
と
ふ
れ

あ
う
こ
と
が
で
き
る
緑
地
を
整
備
し
ま
し
た
。緑
地
は
４
つ

の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
楽
し
み

な
が
ら
散
策
が
で
き
ま
す
。

　
加
木
屋
緑
地
に
は
、市
内
で
ほ
か
の
場
所

に
は
無
く
て
、こ
こ
に
し
か
な
い
魅
力
が
あ

り
ま
す
。そ
の
最
大
の
魅
力
は
眺
望
が
よ
い

こ
と
。名
古
屋
の
高
層
ビ
ル
街
か
ら
、御
嶽

山
、恵
那
山
、猿
投
山
、遠
く
ア
ル
プ
ス
の

山
々
も
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
ほ
か

に
は
御
雉
子
山
を
中
心
に
、ま
と
ま
っ
た
自

然
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
。特
に
、秋
の
七
草

の
フ
ジ
バ
カ
マ
が
満
開
と
な
っ
た
お
花
畑
の

中
を
、旅
す
る
蝶
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
優
雅
に

舞
い
飛
ぶ
風
景
は
、市
民
の
関
心
が
高
く
、東

海
市
周
辺
の
人
た
ち
も
訪
れ
て
い
ま
す
。こ

の
加
木
屋
緑
地
の
よ
う
な
、ふ
る
さ
と
の
自

然
再
生
は
、市
民
の
財
産
に
な
る
と
思
い
ま

す
し
、東
海
市
に
は
こ
ん
な
に
い
い
と
こ
ろ

が
あ
る
ん
だ
と
、自
慢
し
た
く
な
り
ま
す
。

加
木
屋
緑
地

緑
保全と創出
の

　都市の環境づくりに欠かせない緑は、市民の生活にとってとて
も大切な存在です。市内に残っているまとまりのある緑を可能な
限り保全し、21世紀の森づくり事業などによって新たな緑を創出
し、ゆたかな緑を未来に遺していきます。東海市では、平成16年
度から市民参加による『21世紀の森づくり』を推進し、これまで市
内8箇所に合計14万本の苗木を植樹しました。
　「愛すべきふるさとの森」を後世に遺していくために、これから
も市民と一体となって本物の森づくりを進めていきます。

ホタルやトンボなどの身近な生きものが生息する「ふるさとの
自然」の再生に取り組んでいます。

ふるさと再生・環境整備
市制50周年記念事業（詳しくはP62へ）

21世紀の森づくり事業

ー緑のあゆみ ー図賀奈池周辺には、多くの野鳥や昆虫が
訪れ、小動物たちにエサ場、隠れ家、産卵
場などの大切な環境を提供しています。
池の周りのウッドデッキを歩いている
と、カワセミに出会えるかもしれません。

市民参加による植樹祭で、
15,000本の苗木と、ヤマ
ザクラ、シダレザクラを植
樹しました。あずまやで景
色を見ながら休憩してみ
てはいかがでしょうか。

成長の森ゾーンは、もともと竹林や田畑だったところをドングリの
なる木を中心に高木を植え、里山の自然を保全しながら郷土の森
を育てています。20年、30年先を見据えた森づくりを考え、郷土の
自然を未来につなげていきます。

成長の森
ゾーン

加木屋緑地のシンボル御雉子山の東斜
面を散策することができます。晴れてい
れば頂上付近から、北北東の方向に御嶽
山が見えます。

散策の森
ゾーン

みはらしの
森
ゾーン

水辺の森
ゾーン

市民が植樹したフジバカマの
花の香りに誘われて、アサギ
マダラという蝶が飛来しま
す。1千km以上の長距離を
移動する、世界でも珍しい蝶
です。

アサギマダラ飛来

楽
笑
ク
ラ
ブ 

布
施
克
紘
さ
ん

全長2.5kmクロス
カントリーコース
があります。

加木屋小学校

東海南高校

54｜ 緑のあゆみ 緑のあゆみ ｜53



花緑といっ
 ぱいのまち

健康
づくり　

市
内
の
10
箇
所
の
公
園
・
緑
道
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
ス
体
感

ゾ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
路
面
に
描
か
れ
た
へ
い
し
ゅ
う
く
ん

と
「
★
」
が
目
印
で
す
。
公
園
へ
行
っ
て
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
に
あ
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
ス
が
確
認
で
き
ま
す
。

ペ
ー
ス
体
感
ゾ
ー
ン

　
加
木
屋
緑
地
に
は
、
緑
あ
ふ
れ
る
環
境
の
中
、
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
健
康
づ
く
り
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
1

周
2.5
㎞
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
富
む
コ
ー
ス
を
上
り
下
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

心
肺
機
能
と
脚
筋
力
の
バ
ネ
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　
適
度
に
デ
コ
ボ
コ
の
あ
る
不
整
地
を
走
る
こ
と
に
よ
り
、
し
な
や

か
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
養
わ
れ
、
身
体
の
軸
が
安
定
し
た
ラ
ン
ニ
ン

グ
フ
ォ
ー
ム
が
身
に
つ
き
ま
す
。

　
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
の
柔
ら
か
い

路
面
は
、
脚
へ

の
衝
撃
が
緩
和

さ
れ
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
る

ケ
ガ
の
心
配
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

　
公
園
を
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、健
康
器
具
の
設
置
を
進
め
て
い

ま
す
。色
々
な
タ
イ
プ
の
健
康
器
具

を
利
用
す
る
こ
と
で
、簡
単
に
体
力

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
行
え
ま
す
。

健
康
器
具

花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り

☆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
ス
体
感
ゾ
ー
ン
は
10
箇
所
の
公
園・

　緑
道
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

・平
地
公
園・聚
楽
園
公
園 

・加
家
公
園・加
家
緑
道

・大
池
公
園 

・上
野
台
公
園・元
浜
公
園

・公
家
緑
道・大
堀
緑
道・加
木
屋
南
公
園

クロスカントリーコース
監修者インタビュー

ー緑のあゆみ ーー緑のあゆみ ー

　
ま
ち
を
彩
る
花
は
美
し
く
豊
か
な
景
観

を
つ
く
り
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し

て
く
れ
ま
す
。
東
海
市
で
は
、
市
民
の
協

力
の
も
と
、
花
と
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
15
年
に
は
「
東
海
市
花
の
ま

ち
づ
く
り
運
動
推
進
委
員
会
」
を
設
立
し
、

道
路
脇
の
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
花
の
植

え
付
け
、
種
子
の
配
布
な
ど
の
啓
発
活
動

を
行
い
、
花
い
っ
ぱ
い
で
住
み
よ
い
ま
ち
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の一環
と
し
て
、
美

し
い
花
壇
を
つ
く
る
家
庭
、保
育
園
、学
校
、

共
同
花
壇
を
５
部
門
に
分
け
審
査
・
表
彰

す
る
「
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
春
と
秋
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
ゴ
ミ
の
捨
て
ら
れ
な
い
道
路
」

を
目
指
し
た
西
知
多
産
業
道
路
の
「
環
境

美
化
の
推
進
」、
市
民
が
里
親
と
な
り
、
市

内
の
公
共
施
設
の
清
掃
、
除
草
、
花
の
植

え
付
け
、
樹
木
や
花
へ
の
水
か
け
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
、
市
民
と
共
に
花
が
ひ
ろ
が
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
、
全
国
有
数
の
出
荷
量
を
誇
る
洋
ラ
ン

を
「
市
の
花
」
と
定
め
、
東
海
市
オ
リ
ジ

ナ
ル
洋
ラ
ン
の
開
発
や
、
毎
年
１
月
に
「
東

海
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ウ
」
を
開
催
し
、
洋
ラ
ン

を
始
め
と
す
る
市
内
で
生
産
さ
れ
る
花
卉

の
P
R
を
図
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
製
鋼
㈱
陸
上
競
技
部
監
督 

　
児
玉
泰
介
さ
ん き

　
自
然
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
こ
と
が
最
大
の
魅
力
で
す
。森
の
中
か
ら
キ
ツ
ネ

が
飛
び
出
し
て
コ
ー
ス
を
横
切
っ
た
り
、ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
り
す
る
中
を
走
る
の
は
、と
て

も
気
持
ち
が
い
い
で
す
。多
く
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方
が
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

を
利
用
し
て
お
り
、ご
年
配
の
方
も
、ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
で
、日
常
の
運
動
に
利
用
で
き
る
と

思
い
ま
す
。ま
た
、陸
上
競
技
の
選
手
や
子
ど
も

た
ち
に
は
、こ
こ
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、全

国
大
会
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
、は
ば

た
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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